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ワ .モーリア ック (FraneoisMAURIAC,1885-
1970)がイギ リスの作家グレアム ･グリーン
(GrahamGREENE,1904- )の傑作 『権力と
栄光』(ThePowerandtheGlory,1940)に寄せた
序文の終わりの方の部分に引用されているスペイ
ンの神秘思想家､十字架の聖ヨハネ (sanJuan
delaCruz,1542-91)の文である｡訳出している
のは､ある大学の優れたフランス文学者で､筆者
とも懇意の仲である｡
問題の箇所 は､蛋.･ (acesscrupuleux)qui
oublientqu'audernierjour,SelonlenotdeSaint
JeandelaCrolX,C'estsurl'amourqu'ilsseront
juges.>,である｡訳文は､｢十字架の聖ヨハネの言
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葉通り､臨終の日に､彼らが審かれるのは､愛に
よってである｡｣一読 して理解できるようである
が､<完徳に取 り悠かれた人たちや､小心翼々と
した人たち>に向けられたモーリアックの批判か
ら判断して､また､語法的な面から解釈して =愛
によってである"が暖味であり､間違っている｡
この "愛"は何なのか｡｢神の人間に対する愛｣
なのか｡｢人間の神に対する愛｣なのか｡｢人間の
人間に対する愛｣なのか｡
大体､訳者はこの引用文について､<出典不明>
と注書きしているが､これは翻訳者の怠慢という
ことになろうか｡スペインの神秘思想家の原文は､
『AVISOSYSENTENCIAS』にあって､次の通
りである｡
≪Alatardeteexaminaranenelamor.>,
これを原文通 りフランス語に訳すと､
≪Alafindujour,C'estsurl'amourqu'onvous
examinera.≫となる｡
まず､語法的に観察してみよう｡
<etrejugesur～>は ｢～によって審かれる｣
では暖味である｡何らかの動作主補語によって審
かれるのであるならば､<etrejugepar～>であ
ろう｡par～ でなく､sur～ であるから､｢-
によって｣､すなわち､｢一にもとづいて｣､｢-を
もとに｣であることに気付 くのはそれほど難しい
ことではあるまい｡
それでは､｢愛｣はどのような変なのか｡ただ｢愛｣
と訳したのでは､上述 したように意味が暖味であ
り､十字架のヨハネとモーリアックが言わんとし
ていることの意味が理解できない｡
amor,amourに当たる英語の loveを小学館の
『ランダムハウス英和大辞典』で調べてみると､
｢愛､神の愛 (慈愛)または神-の愛 (敬愛)｣
とある (p.1526-ll)｡また､charityを引 くと､｢キ
リス ト教的愛 (christianlove)､同胞愛､隣人愛､
人間愛､アガペー (agape)｣としかない (p.434)0
charity,charite,caritasの ｢愛徳｣｢愛の業｣｢愛
の行い｣という意味が､love,amour,amorにも同
様にあることを知らなければならない｡
また､モーリアックの引用文は､≪C'estsur
l'amourqu'ilsserontjuges.>,であるが､十字架の
聖 ヨハネの原文は､蛋-･･.･teexaminaranenel
amor.≫で､｢汝は (汝が行なった)愛の業にもと
づいて審べられるだろう｣である｡
(筆者は外国語学部教授)
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